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一一女性の本と女性の為の情報をお知らせするウイメンズブック友の会会報――

ウイメンズ ブック ロ 録 (29)

このリストの書籍を御希望の方は,同封の振替用紙の通信欄でお
申込入下さい。書籍代は送料共でお振込み下さいますようお願い
致します。
ご注文の本の定価の合計額に,右の表の送料を合せてお送 り下さ
い。なお,お電話でのご注文も受け付けています。

ワーキング・ライフ

〔キャリア〕

『職場のキャリアウーマン』   小池和男,冨田安信
東洋経済新報社 (東経選書) 1988年 9月  1600円

女性管理職の人材育成をテーマにまとめられた 9論文を
掲載。企業内の実態をフィールドワークしたもの,ア メ
リカの企業 (ATF)の アファーマティブ・アクション・
プログラムの報告,育児休業制度 (ハ ンガリー,ス ウェー

デン, 日本)の効果,大手スーパー,製薬会社,カ メラ
組立職場をサンブルデーターにした実態報告他。

『ウーマン・フロンティアー上場企業の女性管理職』
日本経済新聞社編

日本経済新聞社 !988年 5月  1200円
第28号 8頁に既出。

『女性管理職の時代』 菅原真理子 筑摩書房
1983年 780円

総理府の参事官補である著者は米国留学し米国ビジネス

社会における女性の進出の分析調査を行なう。“働く女
性が経済を変える"“働く女性の虚像と実像"な ど女性
の職場進出の実態と方向を示し興味深い。

『わたし,女性管理職です。』 脇田直枝編著 学陽書房
1986年 H00円

大企業の女性管理職20名余りが語るオトコ社会で生きる
法。        .

1,000円 以下の場合    300円
1,001円～ 3,000円 の場合  400円
3,001円 ～ 5,000円 の場合  500円
5,001円 ～10,000円 の場合  600円
10,001円以上の場合    700円

『オ トコ社会とつきあう法―キャリア・ウーマンの知恵
袋』    菅原真理子 PHP研究所 1985年 980円
中央官庁のキャリア・ウーマンとして著作も多い著者が,

オトコ社会で働く女性の新しい働き方 (仕事も家庭も)
を示唆する。著者は男性の働き方とは異なる女性独自の
セオリーF論を駆使しながら, 日本の社会状況と女性の
働き方を考える新しいタイプのキャリア ウーマン。米
国キャリア・ウーマン最新事情も含まれている。

『ビジネスウーマンのオフィス学』 鳴原洋子 有斐閣
1986年  1200円

女性の能力開発のエキスパートがビジネスの世界で働く

後輩たちにアドバイス。会社ってどんなところ,自 分を
育てて温かい人間関係をつくろう,仕事と人生他。

『働く女性のハイセンス・マナー』加藤タキ 大和書房
1986年  990円

キャリアを磨くということは,イ コール,いい人間関係
を作り上げていくということこれに尽きるのではないか。
仕事をしつづけて 5～ 10年になる中間地点の女性を対象
にして書かれた本。大人の仕事人として信頼されること

やりがいのある仕事とビンチは背中あわせ,夫婦が共に
仕事を続けるためには ?

『働く女性のかしこいキャリア術』 三枝佐枝子

大和書房 1988年 8月  H00円
仕事は人間関係である,人に認められる仕事の仕方,家
事を楽にするための投資も必要,職場で愛される既婚女
性とは ?ま た,“夫の理解"と いうことの意味には家事
の分担も含まれるかもしれないが,何よりも妻の仕事を
理解し,精神的に協力してくれることではないか,建前
ばか りを大切にしないで,それぞれの家庭にふさわしい

協力関係をつくる努力をしたいという。

ウイメンズブップ
Women′ s Books  602 1



ウイメンズ ブックス 第29号  1988年 H月 20日

『働く女性の味方です !』

杉山明子,長坂 寛,藤巻静代共著 ぎょうせい
1987年  1200円

あなたはなぜ働くの ? 女性の職業事情,女性のビジネ
スライフ,働 く女性が結婚を考えるとき,働 く妻をささ
える夫たち,働 く女性のいい夫婦づきあい,働 く女性の
出産と子育て,働 く女の自分の磨き方など働く女性のた
めのわかりやすいアドバイス。

〔再就職・パー ト〕

『新・パー ト110番一こまったときの60章』 寺沢勝子編

労働旬報社 1987年  1300円

労基法改正に伴い,tヽ ままでパートといえば女性,パ ー
ト問題は女性問題であったが,今後は男女の問題になっ
てゆくだろう。年休,賃金,社会保険などH人の女性弁
護士が質問に答えてくれる。

『パー トに出たら』   読売新聞婦人部 読売新聞社
1983年 880円

パートに出るときの夫や子どもへの心くばり,職場での
トラブル,か しこい勤め方をアドバイス。海外のパート
情報や身近な最新情報を紹介しながら対応の仕方を考え

る。

『主婦の再就職ノー ト』   金谷千慧子他著 創元社
1986年  1200円

いま働きたい主婦が増えている。本書はごくあたり前の

主婦たちがどうやって仕事をみつめどんな労働条件て働

き,い くら稼ぎ,家族との関係や自分がどう変わったか
を 8人の主婦が74人の再就職をはたした主婦にインタビ

ューしたもの。

『女・再就職―いまを生きる①』ユンク舎編 ニック舎
1980年 950円

再就職を志す人たちへのメンセ~ジ o性別役害1分業を越
えて働きはじめることの大切さを痛感。

『女 35歳からの再就職』 亀井節子 学陽書房
1986年  1300円

再スタートするための知恵の数々。粘り強く夫を説得し

た体験談。「どこかぃぃところへ雇ってもらおう」では

なく「よい仕事場を選んで働こう」という姿勢が大切。

人間関係の大切さ, シャドウ・ワークに専念してきた主

婦が社会に飛び出すと周囲に対して余裕がなくなる危険

性を語る。

『女 40歳からの出発』 高橋ますみ 学陽書房
1986年  H00円

パートでも内職でもない, 1人ではなくグループで経済
的な自立をめざす女性の働き方,の実例を紹介する。

『銀行員妻のずっこけパー トタイマー記』  鈴木恵子
汐文社 1987年  1300円

「 1動 くということは生きること,人間らしく生きるとい
うことでもある。趣味やボランティアでは味わえぬ手応

えと醍F・l味がそこにある」。本書は夫とのいさかいを繰

り返しながら,それでもあきらめずに働きつづけてきた
主婦の体験記。とてもリアリティにあふれた生の声。夫
の転勤にもめげず自分の働き方を求めてきた結果,いま
は仲間とともに百姓の道をまっしく

‐
ら。

『企業は妻能を待っている一女35歳 “生きがい
"への出

発』       空閑貞子 評伝社 1987年  1300円
あきらめない主婦集団「妻能開発塾」を主宰する著者は,

中途半端なボランティアにしかならない中・高年主婦の

能力に入がきをかけ,企業にその「妻能」を活用させる
雇用の拡大をはかっている。目次をみるだけで何かやれ

そうと思えてしまう本。潜在能力の発見と育成法,実社

会は厳しくてあたり前, という。

〔均等法・労働論〕

『女と男のワーキング・ライフ』 松尾直嗣・松尾道子
大阪書籍 1985年  H00円

ニュー 十一ティの弁護士夫婦が楽しく作った法律の話
あれこれ。男女雇用均等法,労働者派遣法など今,問題
の法律にも触れる。この夫婦の生活信条 “ワーカホリッ

クになりたくない,か といってマイホームにもどっぶり

がた慮ti、臭嵩き

'95辱
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『均等法時代を生きる一働く女性たちへの応援歌』

大脇雅子 有斐閣選書 1987年  1400円
「時代の転換期を生きる女たちの苦しみは人間の権利の

生み出す陣痛だ」と著者はいう。弁護士の著書が均等法

後の働く女性の疑間に答える。均等法を職場で生かすた

めに,保護と平等をどう組みかえるか,労基法改正につ
いて,家庭責任l■ 男女で,な ど豊富な内容の女性労働間
題の書。

『女の労働基準法一男女平等法のつかい方70章』

本多淳亮 宮地光子編著 労働句報社
1986年  1200円

女性弁護士が均等法,労働法の疑間に答える。均等法を
より活用するための実用書。

『コース別管理とのたたかい―新人事制度のしくみと問

]]を以
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ュした新人事制度がとり入れられている。総合職 (昇進
コース)と 一般職 (通称子育てコース)の選択が男女と
もに与えられているが,その実,転勤付きの総合職は女
性には選びにくくなっている。本書は具体的にこの制度

とのたたかいの方法を教えてくれる。男性の働き方は変

えずに女性のみ安く使いたがる企業側とどうたたかって

いくか ? また, この制度は成績主義,能力主義の人事
管理制度でもあるのだ。男性にも厳しい制度なのだ。

『女が働くとき読む本一 ワークステージ均等法
.労基

法』   中島通子 有斐閣選書 !988年 9月  1300円
Q&A方 式で「均等法・労基法」を中心に女性が働く
ときに知っておきたい法律が解説されている。「日の前

のことだけ考えないで,人生80年の中にいまの自分をお
いて考えてはしい。子育てが大変なとき,仕事がつまら
ないとき, 5年 ,10年先の自分を思い,の りきってほし
い」と弁護士の著者からの後輩へのメッセージ。
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『女子労働法の実務―均等法 労基法・派遣法 パート
法の解釈と運用』   中島通子,中下裕子,林 浩二

中央経済社 !988年 7月  2800円
女子労働法に関する法制度の転換期にあたり上記の法令
の適用を女子労働の視点から総合的に取りあげた女子労

働法の解説書。

『あごら31号 均等法,派遣法,そ して』
あごら編集会議編 BOC出版部 1985年  1600円

『はたらく女性の悩み 110番』 |またらく婦人の連絡会編

学習の友社 1985年  1000円
毎日新聞こ「はたらく婦人の悩入HO番」を執筆したメ
ンバーが働く女性のために必要な情報をまとめる。いま
から就職しようとする女子学生|こ ,パ ートタイマーで働
く女性に,そ してキャリア組のために,母性保護,雇用
機会均等法,年金,保育所の選び方などを Q&A式 で
、わかりやすく解説。

おんなの本 0フ ランス
(連載第 5回 )

ミシェル・ラモン 著

『あなた』―自己への問い

パリに|■女性の著作を専門に置いている書店がいく
つかあるが,そのひとつフゥム (Librairie‐ garerie des
FEMヽ IES)で , ミシェ′レ ラモンの『あなた』を買
ったとき,店の人が「この本はいい本よ」とうれしげ
に太抜判を押した。彼女{よ .店の本を知りつくしてい
るのだろう。探している本のタイトルを告げると,ま
たたく間に見つけだしてくれた。
ここにくれば,一般の書嘔では手に入りにくものも
手にフ、れることができる。パリに行くと,私は必ずこ
の店に立ち寄る。lllにずらりと並んだ本は, どんな解
説より雄弁に女性の倉」作意欲を表現しているように思
える。店の奥まった一角にはギャラリーがあり,私が
訪れたときには,ち ょうど写真展が開かれていた。も
ちろん,女性写真家の作品展である。
こうした店ができた背景:こは,言 うまでもなく70年
代から続いてきたフェ :ニ ズムの高揚がある。80年代
も終わりを迎えようとしている今,関心の領域は,社
会,経済から言語や歴史へと広がり,分析の手は現実
的,戦略的なものから,個ノ、の意識に深く分け入るも
のへとのびている。ラモンの『あなた』は,そ うした
傾向のなかでも,文学的な質の高さで異彩を放ってい
るといっていいだろう。

『現代日本の婦人労働』

宝光井顕雅,清水民子,久米弘子,正路怜子他著
法律文化社 1987年 2800円

日本の女性労働に関わる差別や「家計補充」型という日

本的特徴を温存しつつ新しい能力主義に再編される今日
の女性労働の現状と今後の問題を多角的に捉えた好著。
また性差別的組織ともいえる「労働組合婦人部論」も言

及されていて興味深い。OA革命,VDT労 働,キ ャリ
アウーマンの光と影,OL労働,パ ートタイム労働,農
家婦人の労働他。

『女子労働の新時代』     雇用職業総合研究所編
東京大学出版社 1987年 3800円

現代の女子労lFtを 多分野から分析,調査研究した女子労
働に関する文献として眼を通しておきたい本。新時代を

迎えた女子労働の現状,多様化する職種と雇用の多様化 ,

主婦の労働と家族機能の変化,雇用機会均等法下の女子
労働など。

菊地 有子
(日 仏女性資料センター)

◆
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ション)作者は樹と会話し,樹が喚起するイメージを
つどつきに繰り出していく。「あなたは,高い山々に
取 り囲まれた日のあたる浜辺だ。あなたのまわりに|ま ,
中断された想像の現象があらわれる。……きら1こ私li,

あなたを遠い草原のはてに認める。あなたと私を隔て

る距離は,ほ とんど無限のように思われる。私は,あ
なたを長いあいだこんなふうに,認識することが不可
能なほど長い動きて, とらえていたい。それは,け っ
して日でも脳でも規定されるべきではないのだ」
こうして,作者は樹というものを契機にして,自 分
自身の意識の深層に下 りていく。「あなた」という二

人称は,樹 という対象物への語りかけなのである。作
者は樹にむかって自分の意識を投げかけ,樹から返っ
てくる反射が作者を照らし出す。自己は自己であるた
めに他者を必要とする。「あなた」という二人称は,

そうした他者の原形なのである。さらに言えII,作 者
|よ もっとも美しい他者として,樹を選んだのである。
樹が選ばれたことは,け っして単なる偶然や作者の
好みではないだろう。樹というのは,人類の象徴体系
のなかで長いあいだ,生命と結びついてきた。だが ,

作者はここで,樹を死に結びつけようとする。「私」
と「樹」のあいだに横たわる「死体」。それは精神の

自由と表象の世界への参加を拒まれ続けてきた女性の

傷ついた意識をあらわしているのだろうか。
今度,フ ァムに立ち寄ったときには,そんなことも
話し合ってみたい気がする。
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『女性の時代一日本企業と雇用平等』   石田英夫編
弘文堂 1986年  2200円

わが国の職場における女性専門職,管理職の意識と差別,
日米の企業における女性の比較,企業内の男女全面戦争
の実態など興味深い具体的な内容。特に日米を比較し,

「結婚退職」などというヨトパはアメリカにはないとい

う。

『女性と企業の新時代―夫婦で語る男女雇用機会均等

法』  花見 忠,赤松良子+渡辺まゆみ 有斐閣選書
1986年 1200円

均等法の産みの親である前労働省婦人局局長と労働法学

者のカップルが均等法成立の過程と今後を語る。対話形

式になっていて読入やすい。女性|こ も働きバチ型とチョ
ウチョウ型があってもいい,均等法以後は個人の選択の
問題であると語る。

『あなたを生かす仕事選び―'S8女子学生の就職』

市川幸子,桜井陽子 平几社 1987年  980円
これから就職活動をはじめる女子学生たちにしっかり働
いてはしいという願いをこめて書かれた就職ハウンウ本。

男女雇用均等法元年の就職の体験者ルボ。いま一番新し

い就職情報。豊富なデーターが収録されていて就職状況

がよくわかる。

『女の仕事 〔地球は,私の仕事場です〕』
残間里江子編 朝日新聞社 1987年  1800円

1986年 12月 ,東京で10日 間にわたる連続座談会が行われ
■ 。現在の日本を代表する女性たちが自らの仕事と暮ら

しを語り合った記録集。企画者の残間は「これほど素直

に本音を語ってくれた トークセッションは珍しいのでは

ないか」と自負しているという。105名 の女性たちの声。

上野千鶴子,落合恵子,樋 口恵子,森 瑶子,増田れい
子,伊藤比呂美ら。

『私たちの就職手帳一女子学生のために Vol.8』

早稲田大学就職問題研究会 1988年 6月  450円
現場で働く先輩たちの話を現役女子学生が足で集めた情

報。ザ 業界, 4大女子は「魅力ある労働商品」か ?リ
クルートスーツ他。

『女性にできる30のニュービジネス』 坂本俊夫

誠文堂新光社 1988年 2月  1000円
ニュービジネスが次々と登場している。従来なら「どこ

かへ就職」というかたちになったが,最近はニーズが多
様化し, ビジネスの視野が広がってきた。女性がニュー

ビジネスの場で活躍しはじめている。“発想が勝負"“社

会のニーズをとらえた代行ビジネス"“情報をお金にか

える情報ビジネス"“今,注 目の宅配ビジネス"な ど30
種のニュービジネスを紹介している。

『女はどうして一女性差別裁判を開って』  山本和子
風媒社 1987年  1200円

「生きてはんとうによかったといえる人生をおくりた

い」と三重県鈴鹿市の一地方公務員が市当局を相手に男

女賃金差別訴訟をおこし13年に及ぶ法廷闘争の末,和解
が成立した。賃金差別,昇格差別を賃金に換算すると
2300万円も男性より低い。この裁半1は男女差別の氷山の

一角にすぎない。

『おS、 くろたちの労働運動』全日労建設一般労働組合編

労働旬報社 1986年 980円
いま一億総中流意識が持てるほどに戦後ニッボンの姿は

変わったが,生 きんがために失対事業の仕事にかかわっ

た全日労のたくましい女たちの戦後史。

『オバサンは怒ったゾ |』 働く婦人の会編

ミネルヴァ書房 1987年  1000円

働く中高年掃人白書ともいうべき職場からの女性の声。

安あがりで使いすて,差別を一身に背負った母子家庭。

〔ワーキングマザー〕

『ワーキングマザーになる木―均等法時代のマタニティ
ガイ ド』 ズ プロジェクトチーム編 現代書館

1987年  1400円
“仕事も子どもも"時代にふさわしいガイドブックがで
た。自分のライフスタイルをもったワーキングマザーを

志す女性日ま情報が必要。働く女性の出産 育児情報は

繁警賃たF罫L畠墨奮
|」

ittι榎彗写[あ貪?つ要自審
法,ア イデア。均等法 労基法。

『 (東京ママおたすけ本)お母さんが元気に働く本-23
区別情報』   バンドラカンパニー編・著 現代書館

1987年  980円

「子どもを預ける」こと,そのための情報がぎっしりつ

まっているのがこの本。公・私立認可保育園,未認可 ,

共同保育園,保育ママ, 自主保育,ベ ビーシンタ~,ベ
ビールーム,ベ ビーホテル,幼稚園,病院,休 日,夜間
診療など各区ごとの一覧表。東京23区のみの情報なのが

残念です。

『働く母親たちが危ない』   バーバラ 」 バーグ
片岡しのぶ 金利 光訳 晶文社 i988年 6月  1900円
第28号 8頁に既出。

『働く母親の時代』      岩男寿美子,杉山明子
NHKブ ックス 1984年  750円

働く女性と子どもへの影響を調査報告。

『ワーキング・マザーー仕事も子どもも』ケイ・クズマ

今田純子,岸田尚子訳 創元社 1985年  1000円ど
共働きを選ぶ親は幸福な親子関係を築き上げるために

｀

「実 りの時間」を意識したい。ワーキング マザーには
時間が足りないのだから。“時間のポケットにいつも愛

を"“省略法を見つける"“家族が一体感をもつこと'な

ど子どものしつけ,家族との関係など豊かな賢明な知恵
にあふれた本。

『楽しんでます,共働き一弁護士子育て日記 その 1』
松尾道子 創元社 1983年  1000円

弁護士業と家事 育児の二本立てでやってきた5年半の
生活日記。仕事か家庭かに悩む若い女性にぜひ読んでは

しいと著者はいう。明るく楽しい共働きに挑戦中のファ

イ トあふれる好エッセー。一ロメモも付いていて便利。

『働く女性のマタニティ・プック』 たけなが かずこ
大和書房 1987年  1200円

出産 育児は夫婦の関係が試されるとき。働きつづけて
いるからこそできるステキな結婚生活や育児があるはず。

「マザーリングの会」を主宰する著者が働く女性の出産

育児をアドバイスする。
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『アグネス論争を読む』「アグネス論争」を愉しむ会編

」ICC出版局 1988年 8月  350円

岩波ブックレット No.122「 “子連れ出勤"を考える」
アグネス チャン十原ひろ子 岩波書店

,988年 10月  300円
「アグネス論争」を本人自身が語る。最新のワーキング
マザーのためのデーターも入っている。

〔その他〕

『女たちの衝撃―コンピュータは女の働き方をどう変え

たか』柴山恵美子編著 学陽書房 i988年 6月  1500円
第28号 8頁 に既出。

『ME革命と女性労働者』
コンピュターと女性労働者を考える会編 現代書館

1983年  1600円
ME(マ イクロエレクトロニクス)を応用した新製品が
生産現場から家庭生活にまで浸透してきている今日,職
場では ME力 l未熟練の女子労働者にとって代わる NIE
革命が起こっている。またコンピュータ導入に関する法

律規制は何ら行われていないため,VDT労 働による健
康障害に悩む労働者が多い。このような MEに より,
直接影響を受ける女子労働者の実態を上記の考える会は

明らかにし,本書を出版。

『働く女性のヘルスアップ講座』 海原純子
ヘラルド出版 1986年  980円

女性たちのためのクリニック (女性のための健康か|す こ

致等りを設立して 3年 日を迎えた女医が,働 く女性の現
状を肌でかんじながらクリニックの症例を折りこんて書

かれた健康講座。ストレスと生理不順, ダイエット,カ
ン,避妊法,キ ャリアガール症候群。

『行動派 ミセスの生活感覚―兼業主婦のニーズを探る』
三和佐枝子 商品科学研究所編 日本経済新聞社

1986年  1200円

「主婦の社会参加と商品」というテーマに取りくんでき
た同研究所では行動派 ミセスはどのような商品とサービ

スを望んでいるかをまとめた。ファッション,食生活 ,
ホームマネージメント他。

『 ミセスの生きがい働きがい一再就職したい女性のため

の本』 篠原欣子 現代書林 1986年 980円
スタッフの95%が女性という1万 3000人 の大会社を動か

す著者が再就職したい女性の心がまえ,仕事と家庭,新
しいワーキング・スタイルを語る。

『夫と妻の定年人生学』 吉武輝子 海竜社
1987年  H00円

夫のワーキングライフが終る日はいつかくる。定年後の

夫の不機嫌ぶりが妻や地域の女性たち|こ うっとしがられ

ているという。職業人間でありすぎた日本の夫族。定年

を迎える前に夫婦がもっと向き合える時間が大切。性別

役別分業の終末は定年以後の夫婦の関係にもろにあらわ

オしてくる。

『「 女縁」が世の中を変える一脱専業主婦のネットワー

キング』 上野千鶴子 電通ネットワーク研究会
日本経済新聞社 1988年 9月  1200円

いま30～ 40代の主婦は昼間ウチにいない。ともかくウチ

を出ておカネになること,お カネにならないことのちが
いはあってもイキイキ女性のネットワークを広げている。
マーケッテングの立場から今日の主婦を分析。関西の主

婦の情報がいっばいつまっている。ネットワーキングか

らワーキングライフをつくりだした主婦たちもいる。

1989年版 女の手帳・カレンダーが出揃いました
『スケジュールノー トブック』 ジョジョ企画 1200円

女のグループやお店の楽しいイラスト地図が入

ったガイドがいっばい。婦人会館 リストほか。

『」Oダイアリー '89』    ミズデータバンク 850円
女の情報満載のミズデークノートが付いていて

便利。色=赤,黒,ビ ンク,銀,パ ープル

『月日ノオト'89』 バ ンドラカンパ ニー 800円
からだの月日のめぐリグラフ, こころとからだ

相談機関など付き。色=赤 ,黒 , ブルー
『女のノー ト3年  !989～ '9:』

ばってんう一まんの会 1200円

女性に関する法律,保護規定等も入った日記式
ノート。

『女の暦 1989年 姉妹たちよ―The F士 st Feminヽ ts in
Japan』     女の暦編集室 ジョジョ企画 1200円
草わけの女たちの写真がとてもいいカレンダー。

『Calendar 1989 Tタ マリン』
バンドラカンパニー 1300円

宮崎耕平の描のイラストが素敵なカレンダー。

『草わけの女たち葉書第 3作』(ハー 3)ジ ョジョ企画
5枚 1組 300円

『グリーティングカー ド』(ホーA) 3枚 1組 500円
麻鳥澄江が描いたシックで素敵なカード。封筒つき

『手紙セット』(ロ ーA)          400円
紫色の 6変化の便箋と封筒。デザイン麻鳥澄江

『イラストハガキ』 (ハーA) 5枚 1組 300円

事 務 局 よ リ

会費値上げのお願い

次年度より,会費300円 だけ上iザ させてください。   どうかご了承ください。
7年間1500円 を守り続けましたが,皆 さまのご理解を   会費お振込みは,お早日にお願い致 します。
得て,'89年から!800円 にさせて頂きたいと存じます。    退会,転居,改名などは必ずお知らせください。
なお,団体会員の場合は2200円 にさせて頂きます。
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〔性・からだ 。心理〕

『からだ
。私たち自身』  ボストン女の健康の本集団

藤枝澪子監修 荻野美穂 河野美代子校閲 松香堂
1988年 9月  5000円

(図書館用特装版 12000円 ,

アメリカ女性運動の成果,『女のからだ』の改訂版の全
訳が完成した。アメリカ女性のエネルギーとそれを日本
の女性に伝えたい女性翻訳グループのエネルギーの結晶。

豊富な図版と日本の医療情報。タブーや思い込入を取り

払い,か らだと性を理解するための百科全書的な本。各
稼 庭に一冊おいておきたいもの。本号「あなたの情報

私の情報」をご参照下さい。

『子宮ガンといわれたら』 荷見勝彦,藤本有E野
主婦の友社 1988年 8月  1400円

「きちんと知っていれば子官ガンは恐しいガンではあり

ません」とこの本は語る。ガンに関する正しい情報と体

験者のアドバイス。子宮ガンは早期発見が何よりも大切,

しかし日本の検診率は20%(欧米80～ 90%)だ という。

『思春期女性の心理療法』 菅佐和子 創元社
1988年 8月  1300円

思春期の女性の心理を心理療法家の著者が自らの体験も

含めて具体的に語る。

〔女性史・評伝〕

『女と家一日本女性史入門講座①』   吉見周子編著
同成社 1988年 7月  1800円

新憲法発令とともに「家制度」は廃止された。しかし,

未だに男女ともに「家」力{抜きさしならない重みをもつ。
なぜ「家」力`それほどまでに個人を規制するのか,本書
|ま「家」と「女性」の歴史を考察した興味深いテーマを

あつかった女性史。古代家族の中の女,道具にされた江
戸時代の女,日 本の近代化と女性他。

『最愛のひと勘十ヘー加藤シゾエ日記』 加藤シゾエ著
船橋邦子編 新曜社 1988年 7月  2400円

日本の産児調節運動に貢献したとして先ごろ国連人口賞
を受賞した加藤シゾエが戦中獄中の労働運動家加藤勘十
にあてた手記。1932年-1939年。近代女性史研究者の船
橋氏が解説。日本のフェミニストの草分け加藤シゾニの

信念を貫く自我の強靭さ,権力との開いの記録。そして
男性観など興味深い。

00● 00◇ 0◇ ●00◇ ●0●0●0

『野火あがあかと一奥むめお自伝』 奥むめお

ドメス出版 1988年 9月  1600円

婦人運動の草分け,元参議員議員,主婦連合会会長奥む
めおの初の自伝。父のすすめる縁談を拒否して上京。女

子大卒業後,紡績工場に入りこみ女工哀史を身をもって
体験。らいてう,房枝らとの出会い。結婚し一児をもう
け,いつも奥のいくところ背中には赤ん坊が背負われい
たという。日本の消費者運動や働く婦人の家,婦人セソ
ルメントの開設など婦人運動の足跡を自ら語る。

『不屈の女性一山川菊栄の後半生』菅谷直子 海燕書房
1988年 3月  1800円

山川菊栄の戦後の活動と生活。敗戦後直ちに婦人運動を

開始し,GHQの 日本民主化政権にともない婦人少年局
長に就任,山川局長の業績と女性職員,講和問題と婦人,

『婦人のこえ』の創刊,「独立」後の反動化と婦人の戦
い,妻 母としての山川菊栄等。

『道一ある反骨の女の一生』  山本信枝 ドメス出版
1988年 8月 2000円ご

ゼロから動き始めて,女性の組織をつくっては潰れ,そ‐

れでもねばり強く活動しつづけた一人の婦人運動家の自

伝。愛知の婦人運動が敗戦直後いちはやく高揚し,全国
大会にさきがけて地域の母親大会を開くに至る蓄積がで

きていたのは,こ の地方の婦人運動の中心であった山本
信枝がいたからだという。

『薄命の作家 素木しづの生涯』  沖藤典子 新潮社
1988年 6月  1400円

これまで女性の生き方や老いの問題をテーマに書いてき

た著者が,大正初期18歳でデビューし森田草平に「樋ロ

ー葉の再来か」との評価を受けた北海道出身の作家,素
木しづの短かかった生涯を描いた。結核で17歳のとき右

脚切断, 日陰者と見る周囲の眼と開いながら文学を志す。

結婚により子をもうけ,病弱な身体で10編の作品を遺し
22歳で逝く。

『パイォニア・ウーマンー女たちの西部開拓史』
ジョアナ ストラットン 井尾祥子 当麻英子

リプロボート 1988年 9月  2400円
著者ストラットンの曽祖母ライラ・D・ モンローは1920

年代カンザス開拓地の800人の女性の記録を集めた。そ

れが1975年屋根裏部屋で発見され,整理され陽のめをみ
た。このアメリカ女性の開拓精神は刊行と同時に全米に

深い感動を与えたという。日常生活以外の何ものでもな

い歴史,そ こに生きた開拓生活の記録。

『ルネサンス修道女物語一聖と性のミクロストリア』

」 C プラウン 永井三明 松本 香他訳
ミネルヴァ書房 1988年 7月 2400円

イタリアの「メディチ家雑録」に残された修道院長の物

語。「薔薇の名前」と同様の舞台でくり広げられる修道

院内部の精神生活の表と裏。レズビアニズムと当時の教

会と女性の位置がわかる興味深い歴史的史料。

『日本の女性名 全 3巻』角田文衛 教育社(歴史新書)
1988年 5月

7年間をかけて完成した日本の女性名の歴史的研究。
(上) 古代一鎌倉
(中 ) 南北朝時代一江戸時代前期

1000円

1000円

(下 ) 江戸時代後期―近代後期 (昭和後半期)1500円
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〔女性論・フェミニズム〕

『フェミニズムと権力作用』  江原由美子 勁草書房
1988年 8月  1900円

女性の中にあるフェミニズムの「飽き」って何んだろう

という疑間からすすめられるフェミニズム論。社会状況

は大して変化していないとしても,「アイデンティティ

問題」としてのフェミユズムは確実に終わりを告げてい

る。そして80年代は「女性の時代」を演出している。し

かし「 フェミニズムなんかに囚われていない女」として

自己呈示しなければならないこと自体が現在も女性の抑

圧が存在していることを示して1よいないか ?80年代のフ

ェミニズムの諸問題を論 した力作。「社縁からの総撤退

論」批判も収録。

『日本女性解放思想の起源―ボスト フェミニスム試
論』     山下悦子 海鳴社 198S年 10月  1600円
フェミニズムの言説を担っている女性たちからは反発さ

れるかもしれないがフェミニズムの論客によって流布さ

れる言説そのものに権力が作動しているという。男女の

差異性を前提にしたフェミニズム論から日本女性思想を

書いたもの。

『啓かれゆく女性一中年期にお|する変革の10年』

ナタリー ロジャース 柘植明子監修 創元社
1988年 8月  1800円

「ノ、に頼らず,人にも頼られない時の私とは一体誰なの

でしょう。自分に, 自分自身だ:す :こ責任をもてばいいと

き,私は一体何をすればいいのでしょう」主婦として20
年,夫や子どものために生きてきた女性が「私が私らし
く生きたい !」 と家を出た。中年期に自己実現を求めて

旅立った一ノ、の女性の内的な変化の過程を書くこの変革

の記録は女性の真実に富んている。

『フェィス・ヴァリューー 〔美の政治学〕』

「
ビン・T ラヨフ ラクエル L・ シェール

南  博訳 ボーラ文化研究所 1988年 7月  3700円
Face Valueと は普通,証券などの「額面」という商業
用語。著者たちはそれをもじって「顔の値打ち」という

意味をもたせている。美は権力と密接にかかわつている。

女性のもつ政治的道具である点でも政治的である。「美

の力は弱者の力」,それは逆説であり,危険なもの。美
の心理学,歴史学,政治学を通して美の神話を解明して
いくフェミニストブック。

『変装一私は 3年間老人だった』  パット・ムーア
木村治美訳 朝日出版社 1988年 5月  1200円

アメリカの老人たちのライフスタイルに非常に興味を持

ち, 3年間,実際老人の一ノ、に変装して暮らした有能な

若い工業デザイナーの話。自分の未来を旅した一人の女

性の体験レポート。ほとんどの若い人たちは自分の仕事

や計画に忙しく老人たちのことを知ろうとしない。老人

の淋しさ見捨てられた気持。

『女性24歳からの自分学』 下重暁子 大和出版
1987年  H00円

女性の会話では主語が他人であることが多い。「私」と

いう主語が欠如している。自分を大切にすることは他人

をも大切にすることに通じる。仕事とは「 自分」を積み

重ねてていくこと,「結婚も仕事も」で自分を磨く,仕
事の中で自分をどう演出するか,私は仕事の “曲り角"

をこう乗り切った他,著者の体験から後輩へのアドバイ
ス。

『女30代からのすてき人生』    犬養智子 海竜社
1988年 8月  H00円

自立した男と女のすてきな関係/お金でしあわせは買え
ない/女が育てるおとなの男/私の子育てキーワード/
別れても,彼は父親/しつけは子供に贈る宝もの (目次
より)

『実像リポー ト シングルウーマン』
国際女性学会シングル研究班編 有斐閣選書

1988年 10月  1500円
ここ数年さまざまなシングル論が展開されている。この

本は東京に住む20～ 50代のシングル女性にアンケート調

査を行い,その分析を通してシングルの実態を描く。シ
ングルと仕事/シ ングルの経済生活/企業のシングル観
/なぜシングル?

〔労働・法

『女が働くとき読む本』

本号特集目録 頁|1既出。

『職場のキャリアウーマン』

経済〕

中島通子 有斐閣
1988年 9月  1300円

東洋経済新報社

本号特集目録 頁に既出。

小池和男,冨田安信
1988年 9月  1600円

『女子労働法の実務』 中島通子,中下裕子,林 浩二
中央経済社 19SS年 7月  2800円

本号特集日録 頁に既出

『働く女性のかしこいキャリア術』    三枝佐枝子
大和書房 1988年 8月  H00円

本号特集日録 頁|こ既出

『 '90年代 家庭マーケットはこうなる』  佐橋 慶
日本経済新聞社 1988年 9月  1200円

既婚女性のうち半数以上が働いているいまの女性:こ「な

ぜ,働 くのか」と問うことは「なぜ生きているのか」と

問うのと同じこと。主婦たちの意識や生活の場の変fヒに

夫 子供も対応している。男性の生活面での自立の時代
も来ている。そこに生まれる,新・家庭マーケットに焦
点をあてたマーケティング論。ゆとりを演出するソフト

ビジネスの時代だという。

『女性教師 その眼とこころ』 鶴九澪子他著 高文研
1988年 8月  1200円

子育て中の母親教師にのしかかる負担と仕事は重い。荒

れる教育現場で全身で子どもの心をよもうとする5人の

女性教師の座談会の記録。

〔家族 。結婚・主婦〕

『「女縁」力く世の中を変える一脱専業主婦のネットワー

キング』 上野千鶴子 電通ネットワーキング研究会編
日本経済新聞社 1988年 9月  1200円

「消費生活」と「生産生活」の挟間に生きる現代の都市

型主婦を分析した主婦論であり,マ ーケッティング論P
主婦を昔ながらの考え方でしか捉えることができない企

業は主婦のニーズをつかむことができない。夫族の知ら

ない妻の「昼顔」。良くも悪 くもしたたかな日本の主婦

の姿がみえてくる。
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『専業主婦のアフターファイブ』長澤信子 主婦の友社
1988年 10月  1000円

「私も家庭以外に何か自分の世界と呼べるものがほしい。
かつて私が仕事と自分の楽しみを,ア フターファイブで
切りかえたように,主婦になった今も,は っきりと,主
婦と自分の世界のチェンジができる人間になりたい」と
いう『主婦こそ夢の自由業』を書いた著者の続編。専業
主婦と何か外で仕事する人との違いは「緊張感」ではな
いかという。

『夫と妻の定年人生学』 吉武輝子 海竜社
1987年 10月  H00円

夫の人生から肩書きが消える日,空っぼ症候群の夫と妻
の地獄がはじまる。夫の肩書での下で生きてきた妻の誤
算,夫だけが経済を担う人生の不幸,経済の担い手は二
人であった方がいいのではないだろうか。第二の人生は
人生優先型で夫と妻が苦楽わかちあいながら,世間に定
年後の人生はおかえしの時代だと語る定年人生学。

F親 と再び暮らすとき―家族て父を看取る』
高見澤たか子 大和書房 1988年 8月  1300円

マンションの上下での理想的な “別居同居 "。 突然逝っ
た母親,そ して79歳父親との完全同居がはじまった。次
から次へと起こる問題,祖父と孫,父と “娘の夫"の関
係,年とともにがんこになる老父,頼 りになったのはカ
のある夫や息子の介助,家族で精一杯着取った老親だが,
社会にもっと多様な老いを支える仕かけがなくてはなら
ないことを痛感。

『この国は恐ろしい国―もう一つの老後』  関千技子
農文協 1988年 10月  1300円

¨
豊かな国"の貧しい福祉の実態をジャーナリストの著
者が取材。切り捨てられる母子家庭,低賃金労働者の老
後は暗い。対談久場嬉子氏と「買う福祉を買える人々

買えない人 」々

『可能性としての家族』 小浜逸郎 大和書房
1988年 10月  1800円

「家族は解体すべきではないし,ま たそう簡単に解体す
るはずがない。家族はエロス的な共同体である」という
著者の家族論。家族の根拠とは何か。家族についての不
安の外的な指標とその正体は。

『子別れのフォークロア』 本田和子 勁草書房
1988年 10月  1700円

「子どもの」とその周辺を研究テーマにしてきた著者が

「母子」を主題にしたとき,「母子の絆」ではなく「母
子の別れ」を書いてしまったという。伝承,歌舞伎,ブ
ラウン管の中の母と子をテーマに「子別れ」を語る。山
姥考,「北の国から」の場合,『山を走る女』と産むこと
の原点他。

〔世界の女性 。男性問題〕

『女たちのスウェーデン』 塚ロレグランド淑子
勁草書房 1988年 8月  1700円

スウェーデンに住んで20年になる著者が女性が家庭を出
て外で仕事をもつようになり,児童・老人福祉を大幅に
充実させ,男性との関係も変えていったスウェーデンの
女性の日常生活を描く。特に「今,男たちは」の章に登
場する出産・子育てにかかわる父親・助産夫が興味深い。
また女一人で子育ても可能な福祉社会,史上初めて職業
をもつ自由,結婚・非婚の自由,子をもつ自由を手にし
たスウェーデンの女たち。

『フランス女性の24時間』
ドミニク ドアン,ルース ペノー他 萩原 葉訳

草思社 1988年 10月  1800円
フランス女性の日常生活をビジュアルに記録。ごく普通
に暮らす現代女性の一日の過ごし方,寝室,お風呂,キ
ッチン,おシャレ,バ ッグの中など。

『愛人一中国的離婚事情』 多田佳子 五月書房
1988年 6月  1500円

中国の婚姻法は1980年に公布された。婚姻・離婚の自由
・一夫一婦制,男女平等,晩婚,高齢出産を奨励。離婚
事情を通して中国の庶民生活の一面が浮き彫りにしてい

る。

『 レイプ・男からの発言』 テ ィモシ ベイネケ
鈴木 晶,幾島幸子訳 筑摩書房 1988年 8月  1600円
本書は本誌第11号 ('85 3月 )「おんなの本 USA」 (上
野千鶴子)で紹介された「男からみた強姦」の邦訳。ふ
つうの男たち, レイビスト,恋人をレイブされた男たち,
検事,弁護士,セ ラビストなどにインタビューした「レ

喜

`尤

暑胃曹:]織 1煮冒季
。

「晨警糠彙讐万量2健ヲ1(
えふるまい方を変えれば男はレイプをしなくなるという
思い込みがある」とレイブ被害者支援のカウンセラーは
いっている。レイプは敵意にみちた残忍な暴力行為であ
るという共通認識を共有したい。本号書評欄をご参照下
さい。

『シングル・ファーザー ー子育てをする父親』
K ローゼンソール,H ケシェット
小池美佐子 大塚昌子訳 人文書院

1988年 8月  1800円
夫婦の絆のきれたあともさまざまな形で父親であろうと

する129人 の父親の声を取材。「父親にも子どもが必要だ」
という男性たちの声。日本の父親たちはどうなのだろう
か。

『男一日本の名随筆69』 森 璃子編 作品社
1988年 7月  1200円

茨木のり子の「大男のための子守唄」を筆頭に丼上ひさ
し,田辺聖子,増田れい子,寿岳章子,森瑶子など男女35
名の男性についてのニッセイ集。

〔くらし・エッセイ 。その他〕    (

『 NHK「きょうの料理」きのう。あす一食卓が変わる
女性が変わる 家族が変わる』

飯田深雪 江原由美子 土井 勝他 有斐閣
1988年 10月  1200円

NHKの テレビ料理番組「きょうの料理」の30年の歩み
は家庭や食卓,あ るいは女性の生き方の変化と関連づけ
てみてみると興味深い。座談会「きょうの料理」の30年 ,
おいしさのコミュニケーション,料理番組からみる「主
婦」の戦後史 (江原由美子)。

『放射能の流れた町―スリーマイル島原発事故は終らな
い』       弘中奈都子 小椋美恵子編 阿咋社

1988年 H月  1200円
スリーマイル島原発事故の現地の主婦メアリー・オズ

ボーンさんを日本に招いた京都の主婦たちが中心になり,
メアリーさんが日本各地で講演するために書いた英文原

稿を翻訳。また現地を訪れたアイリーン・スミスさんた

ちの現地報告・研究者による原発問題発言。
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『原発ありがとう !一こみち通信臨時増刊』
小原良子 日高六郎 柳田耕一 径書房

1988年 7月  600円
原発やめて !いのち大事 !と 九州に始まり四国,そ して
いま北海道, 日本の全土に広く深く巨大なうねりとなり
つつある人間のエネルギー,いのちの尊厳の自覚の高ま
り。まさに,“原発ありがとう!"と 逆説したくなる事
態。原発反対運動の仕掛け人の小原さんを中心にした対
談・鼎談。

『接近遭遇』上野千鶴子 勁草書房 1988年 9月 1900円
上野千鶴子対談集。吉本隆明,加藤典洋,浅田 彰,海
老坂武などの男性論客との対談。

『長寿が文化を変えるとき―エイジレス・ライフのすす
め』    新しい中高年の生活文化を考える懇談会編

ぎょうせい 1988年 10月  1200円
中高年の生活文化の現状,崩壊した伝統的な老人生活パ
ターン,「豊かな好老社会」創生論,向老準備期間とし
ての中年期の生き方など各界の識者が多数派となりつつ

ある中高年の個性ある生き方のすすめる (樋 口恵子,堺
屋太―,高原須美子他)。

『人生を三倍に楽しむ女の日常生活学一女性新聞記者の

365日 』   深尾凱子 三笠書房 1988年 10月  980円
仕事や生活を抱えて, とても忙しいけれど面白い人生を
送っている女性記者のゴチャマゼ日記。暮らしの知恵 ,
アメリカ女性の生き方のヒント,お しゃれ,仕事他。

『友だちは無駄である』 佐野洋子 筑摩書房
1988年 8月  950円

「友達は無駄である,で もその無駄がいいのよ」肉親で
はない他人を求める時,少 しずつ人生がはじまってきた。
谷川俊太郎のインタビューにポノリボツリと答えながら
語られる佐野洋子の魅力あふれる本。

ノ『見わたせば あら・ン男ばかリーマリ子先生の「議会通
信簿」から』      三井マリ子 フォー・ユー

1988年 10月  1200円
高校のセンセから都議にとらば―ゆした著者の議会報告。
マリ子旋風駆け抜ける/毎度おなしみの男女平等です等
痛快エッセイ。

『ポーヴォヮールヘの手紙 サルトル書簡集Π』
二宮フサ 海老坂武他訳 人文書院

1988年 10月  3200円
1939年 9月 ～12月 31日 までに兵士サル トルが一日も休ま

ずにポーヴォワールに書き送った手紙。

『田村俊子作品集』  瀬戸内寂聴,小田切秀雄他監修
オリジン出版センター 1988年 各3500円

第 1巻 あきらめ,生血,木乃伊の回紅他
第 2巻 時雨の朝,彼女の生活,春の晩他
第 3巻  日記・書簡,随筆,年譜

〔雑誌・資料〕

別冊宝島 No.85「わかりたいあなたのためのフェミ
ニズム・入門」  JICC出版局 1988年 H月  980円
フェミニズム理論の入門書。日本と世界のフェミニズム

を総花的に網羅した特集号。フェミニズム理論 その完
全見取図/座談会 日本のフェミニズムはいま,ど うな
っているのか ?(上野 小倉・織田)/世界のフェミニ
ズム (プ ラックフェミニズム・アメリカ先住民のフェミ
ニズム・現代化略線と「婦女回家」論争のゆくえ等 欧
米諸国, ソ連,韓国,中国,イ ンド他)/レ ズビアンと
フェミニストの冒険/男のフェミニズムは可能か ?

岩波ブックレットNo.122「“子連れ出勤"を考える」
アグネス・チャン十原ひろ子 岩波書店

1988年 10月  300円

あごら 34「有縁の女・無縁の女・選択縁の女」
BOC出版部 1988年 6月  1800円

日本型フェミニズムと<あ ごら>(斎藤千代),孤立か
らグループネットワークヘ (高橋ますみ),選択縁の女
(上野千鶴子),ア グネス・真理子・花の応援団。

『保育白書 1988年版』    全国保育団体連絡会編
保育研究所 草土文化 1988年 8月  2000円

特集 いま,保育所に何ができるか。
『63年度 統計にみる女性の現状』 婦ノ、教育研究会編

垣内出版 1988年 5月  600円
女性の置かれている今日的状況の基礎的諸条件を把握す
るための基礎的資料となるデーター。社会教育,掃人教
育,家庭教育関係者には有効な資料。国立場人教育会館
が行った「母親の就業と家庭教育に関する調査」の一部

及び性別役割分業観に関する意識調査も収―il。

『婦人白書  1988』 日本婦人団体連合会編 ほるぶ出版
1988年 9月  2200円

「国際化」と日本の婦人。

『婦人労働の実情 63年版』     労働省婦人局編
大蔵省印刷局 1988年 H月  1000円

月刊 女性   パド・ウィメンズオフィス 各2000円
8月 号 働く女と男の子育て
9月号 '88転職戦線
10月 号 高齢化社会

『値段史年表 明治・大正・昭和』 週刊朝日編

朝日新聞社 1988年 6月  1600円
アイウエオ順に並べられた218品 目のモノの値段の変遷
表。値段の風俗史は読者の温故知新と自分史に役立つ。
パーラーでのアイスクリームの値段は15銭から550円に,
ナイロンストッキングは昭和33年400円 ,現在も500円 と
変わらない。足袋は 8銭から2200円に…。

『家教連20年のあゆみ一家庭科の男女共学ひとすじ』

家庭科教育研究者連盟編 ドメス出版
1988年 7月  3300円

〔品切れ・絶版のお知らせ〕

『家事労働と資本主義』 ドターデン/ヴ ェールホーフ
岩波現代選書 品切れ

三笠書房 絶版『産む選択・産まない選択』

田中美津 田畑書店 絶版『いのちの女たち』
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《あなたの情

『こんなものいらない・こせき(戸籍)』 を作りました。

緒 方 由紀子

戸籍に縛られる日本人の一生は,親が役所に出した一

枚の紙切れ「出生届」から始まる。婚姻届を出した親か

ら生まれた子と,非婚の親から生まれた子,これらはま
ず,戸籍の記載の上で区別される。その子が育つうちに
も,戸籍の記載の差別をベースに,税金の控除,財産分
与などでの婚外子差別はついてまわる。根強い差別を支

えているのは戸籍である。

男よりも,女はさらに強く戸籍に縛りつけられている。

婚姻届を出すことは,実際には女が自らを戸籍に縛りつ

けることなのだ。それを待婚期間や三百日規定などによ

って露骨に条文化したのが民法772条である。女は離婚

後も半年は再婚できないうえ,離婚後三百日以内に生ま
れた子は,父親がだれであろうとおかまいなく前夫の嫡
出子にされてしまうのだ。それを否定するのがどれだけ

難しいことか。
いったい戸籍は誰のためにあるのだろう。日本人みん

なが持っているとされるこの戸籍は。

実際に民法772条の差別にあったナマナマしい体験談

などを編集したのが,『こんなものいらない こ・せ
き (戸籍)』 です。日本で唯―のこのパンフ,ぜひ御一
読を。

連絡先 :〒591大阪府界市長曽根町545-34
下野池団地14-202号

_    婚外子差別と開う会
頒 価 :300円 (松香堂で扱っています)

大人の知性と感性で読む児童文学

『児童文学評論 No 24』
中 西 清 美

「今」を一生懸命生きている人,も っと意地悪くいえ
ば,「今」しか見えない人,見ようとしない人にとって,
少年少女時代というのはめんどうくさいか,後ろめたい
か,哀 しすぎてふり褥pた くない時代ではないだろうか。
そしてその頃, まだ生で何も知らなかった自分が夢中に

なってのめりこんだ世界一―児童文学の世界もできれば

ふり返 りたくない世界ではないだろうか。「 きれい」な

ままにふれずにおきたい,あの頃の幼稚なしかし真摯だ
った夢が無残に自日にさらされあばかれるのを見たくな

い……。

その児童茎学を大人の知性と感性で,真面日に,だけ
どどこか面白半分に分析している大人集団がいる。その

結晶が大阪新児童文学会の『児童文学評論』である。

『若草物語』『赤毛のアン』『あしながおじさん』『′lヽ

公女』……。ほとんどの人がかつて心ときめかせたこれ

らの作品が,手術台にのせられ,解剖されていく。特に
田中正彦氏のメスは “アソビ"た っぶりの鋭さ。推理小
説の謎解きの観さえある。『若草物語』の中ではほとん

どの読者が自己移入をするジョーと,作者オルコットの
錯綜した関係をわかりやすくときはぐしてくれる。ふり

返りたくなかった世界だけれど, こうしてふり返ってし
っくり我が眼で見直すのも面白いものだ。あの頃の,こ
の世界にいれこんでいたひよっ子だった自分が鮮明によ

みがえり,「今」の自分もまた新たな角度から見えてく
る……。いいじゃない ?

頒 価 :1000円 (松香堂で扱っています)

報・私 の情 報》

『女性学年報』第 9号ができました。
《特集「歴史を読む」》

女性学年報編集委員会 日 野 玲 子

『女性学年報』は,は じめての人でも書ける「合評」
制度を持ち,自分達の主張を自分達で伝えることを目的
として発刊しています。1980年創刊以来 9号です。

今号は,「歴史を読む」という特集を組んでいます。

荻野美穂「子殺しの倫理と論理―一ヨーロッパ社会史

をもとに」は,こ れまで取り上げられることの稀な「子

殺し」を切り口に,「母性」としての女の性や生殖をと

らえることを相対化する視点を提供しています。

山下明子「インドにおける性と母性思想」は,女の性
が家父長制に組み込まれ「母性」として価値づけられる

ようになった過程を描き,イ ンドのカースト制度を支え

る一つに「女のカースト」カミ存在することを明らかにし

ています。
杉山章子「敗戦とR A・ A」 は,太平洋戦争で日本
が敗れたとき,日 本政府が戦後処理の手段として女をい

かに利用したのかを,資料を通して描いています。
そして,青柳純一「1930年代の中国女性と抗日救国運
動」と秋山洋子「三つの視点一―中国現代の女性作家た

ち」の 2本の中国についての論文が載っております。こ

れまであまり知られていない分野で,女がいかに生きて
きたのかを掘り起こすことは,私達の「今」を見る視点
を提供してくれると思います。

その他,こ れまでにない読みやすさの研究ノートや海

外便りも満載です。ぜひご覧ください。

頒 価 :1200円 (松香堂で扱っています)

☆からだ 。私たち自身出版記念パーティヘのお誘い☆

『からだ
。私たち自身』は,沢山の方のご協力のおか

けで発刊することができました。おかげさまで評判もよ

く,売れゆき好調です。ご協力くださった方やそのお仲
間の方,読んでくださった方たちみんなに集っていただ
いて,出版記念の催しを賑やかに持ちたいと思います。
お誘い合せご出席ください。
と  き 12月 18日 (日 )
14:00～ 16:30「からだ 。トークトーク」

藤枝澪子,河野美代子,荻野美穂,
上野千鶴子,官迫千鶴ほか。

17:00～ 19:00「 パーティ+コ ンサート」麻鳥澄江ほか。
ところ ホテルニュー京都 (京都市上京区堀川通丸太町)
参カロ費
  P12彗 ||:多 |三 (il:::日 }蓼蕉5000円

お中込先 田間泰子 藤井寺市藤井寺4-1卜 45
ハガキで12月 5日 までにお申込み下さい。

本のプレンゼントはいかが ?言
★美しいカー ドができました★言

今秋発刊した『からだ
。私たち自身』は,結婚,誕生

日,成人の日,ク リスマスなどのブレゼントに最適です。

振替用紙の通信欄に贈り先の住所とお名前をお書きの

上,代金を振込んで頂きますと,あなたのお名前の入っ

た美しいブレゼントカードを添えて直接先方へお届けし

ます。どんな本でもご注文に応じてカードサービス致し

ます。ぜひご利用ください。



第29号  1988年 H月 20日 ウイメンズ ブックス (11)

『からだ 私たち自身』編集グループ
田間 泰子

自分の「からだ」を知っていますか ? 自
分のからだを愛していますか ?

私たちはみんな,からだと一緒に生きています。女の

生き方の根っこには,女のからだの人生があります。『か

らだ 私たち自身』はそんな視点から女たちがつくった,
女のための女のからだの百科事典です。原本は,ボ スト
ン女の健康の本集団の“Our Bodies,Ourselves"最新版。

それに, 日本の女たちが日本の情報を沢山書き加え,写
真もいっばい入れて出版しました。

からだについての医学的な知識をわかりや

すく書いてあるのはもちろんのこと,避妊や
出産 中絶や更年期に具体的に役立つ知識も
豊富です。さらに食べものから医療制度,第
三世界まで,か らだに関する社会的なことが

らを幅広く追っています。これまでからだに

ついての本では取 り上げられなかった「障害」

者や「同性愛」のことも,あたりまえのこと

として入っていて,こ れはもう完全に画期的。

(と にヽうより, どうしてこれまで別扱いだっ

たのでしょうか)

『からだ・私たち自身』

完成 !

そして,なんといっても素晴らしいのは,女たちの体

験談がとても沢山|まいっていること。知らなかったこと

については驚き,自 分と同じだと思うとおもわずうなず

いてしまう。たくさんの女たちの想いが,ま るで親しい

友人と語り合っているときのように伝わってきて,私た

ちを支えてくれるのです。何十人もの女がつくったとい

うことも,その内容も画期的な本です。是非ご一読くだ

さい。 (た ま やすこ 社会学 )

わた しの出会 った本

『セックス神話解体新書』

小 倉 千加子 著 河野 美代子

この本で名指しで批判された者として,心底から私は怒っている。
まず,小倉氏の現代性教育批半1に |よ誤りがある。ここ数年間の日本の性教育の歩スを小倉氏は知っていない。「小学
校で女子だけ集めて初潮教育をしている」は,今では少数派である。私の手元にli優れた性教育の実践の報告書が山
程ある。

例えば,小倉氏が批判している日本性教育協会の「現代性教育月報 7月 号」には男性教師による小学校 2年生への

性交・出産におよぶ公開授業が報告されている。また大阪府下のある小学校モli科学的認識を育てる・個性をのIます
・ノ、間関係を育てるという3つの柱をたて教科の中に位置づけられた人権・女性差別などを見すえた性教育が行われ

ている。また届いたばかりの性教協の会報では,高校での公開模擬授業「男の性・女の性」の報告がある。そこでは
「歴史的・社会的に作られた性差の解明」などの討議が行われている。

私は,こ のような実践報告を読むとき,文句なくうれしい。そして謙虚に学びたい。
今や,性教育とは “「性の自己決定」を若者たちが獲得していくための側面からの援助"と いうのが常識である。そ
の波は確実に拡がりつつある。文部省や性教育協会がどう,性教育は「昭和20年代と少しも変わらない」「性教育をし
ている人たちは,少女たちをだますことで強姦に加担している」などということは,地道に実践しているノ、たちや,
それらに学ぼうとしている人たちをも十把一からげに切り捨てるものである。事実を把握していない小倉氏は学者と

してあまりにも不勉強ではないだろうか。実践者をばかにしてはいけない。

また,小倉氏が何をどう “解体"しようが現実に男のためのセックスで望まない妊娠をする女性たちは続いている。
私はそれがくやしい。彼女たちと話す中で,私は彼女たちの中に若かった私を入る。誰も私に教えてくれなかった。「男

に対して自己主張しようよ」「自分の体を主張すべきなんだ」と私は若い女性たちに伝えたい。本書の中で「15,6歳

の女の子が避妊して,などという大胆なことが言えようか」と決めつけているが「教えられていないから」だから,

私は伝えたい,教えたい。
私の『 さらば,悲 しみの性』を脅しと読んだ小倉氏はあまりにも現実を知らないのだと思う。さらに,小倉氏は私
が「決して同業者である医師たちを非難しない」という。一体,私の何を彼女は知っているというのか。巨大な男社

会の,強大な力をもつ医師会の中で,医師を批半1した女に加えられる様々な圧力の中で,それに脅えながらも「つぶ

されないぞ」と唇を噛み,ギ リギリのところで必死に頑張って生きようとしている者への悪質な中傷である。
蛇足ながら本書は文献の引用の仕方があまりにずさんである。引用は引用,自分の意見は意見と,も っと正確な書

き方をしていただきたい。例えば「両足の間から両耳の間へ」と題された一文は出典を示してあるところ以外も, 日

本性教育協会元事務局長の富田光一氏の七年前の論文のほとんど丸うつしに等しいことを知ったとき,こ の本全体が

信じられなくなった。

上野千鶴子氏は小倉氏を「学者にしておくのはもったいない」と言ったそうだが,机上で,人が書いたものを不確
かな知識であれこれ論じるのが学者であるとしたら,私は言いたい。「学者さんよ,お ごるなかれ」と。

_       こうの みよこ  あかね会 土谷病院産婦人科部長 (学陽書房 1300円 )
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スウ ェーデ ン通信
一

女に遅れをとる男達 ,

ただいま,特訓中 !

善 積 京 子

……」

社会福祉の領域だけでなく性教育や男女平等の最も進

んでいる国として知られているスウェーデンに,こ の夏

訪間することができた。滞在中は,最近勁草書房から出

版された『女たちのスウェーデン』の著者で日本女性学

研究会の会員でもある塚口淑子さんに随分お世話になり,

十日間という短期滞在にもかかわらず,多 くの所を見学
インタビューすることができた。多少なりの予備知識

があったにもかかわらず,日 本との違いに愕然とするこ

と力`しばしばであった。 特に国家 (政府と言った方力【よ

上 かヽも知れないが)と 市民との関係については考えさせ

られた。

2020年までに原発を廃止 !

日本の政府は,公共の利益の名のもとに,実は資本家
側の経済優先の論理に立ち,水俣,成田空港,原発問題
に見られるごとく,市民生活を儀牲にすることがしばし

ばある。一方,ス ウェーデンではチェルノブイリの事故

を逸早く報道し,原発の危険性を訴える市民の声を尊重
し,2020年 までに全ての原発の廃上を決定した例に見ら

れるように,“市民の声"が行政を動か

す。この国では「政府は市民の快適な生

活の便宜を図るためにある」という感覚

を日常生活の中で常に体験できる。

老人向けの住宅=サービスハゥスばか

りか保育所も月ヽ人数で設備もよく,こ こ

はモデル地域かと思って尋ねてみると,

国の基準がきっちりと定められていて,

ほかの所も大差ないとのこと。子育て期

に,日 本で公立か私立かにより, また地

域により質的落差があまりにもあるのに

愕然とした私には,羨 ましいかぎり。

投票率90%!政治意識が高い
スウェーデンでの福祉は「税金による

高負担があるから可能だ」と言われる。

確かに, 日本と比べて税率は高い。しか

し,税金の内容をよく調べてみると,一概に高いと言え

ない。つまり税金の中に,教育費,医療費,各種保険,

年金などが含まれており,病気や老後の為と言って私的
に保険や貯蓄をする必要がない。国民の約半数がセカン

ドハウスを持っているが, ローンで買うと,その返済額

は所得から控除される。国民が支払った税金を必要とし

ている人から優先的に配分し,弱者の救済を個人 (お も

に女性)の責任に帰せていた無理を社会福祉の充実で克

服する。法人税に甘く,税金の使われ方が不透明で,一

般市民にとって払っていてよかったという見返り感もな

い日本と違い,ス ウェーデンでは税金が活きており,税

金の使い方への国民の監視の目も厳しい。投票率は90%

以上あり,市民の政治意識は高い。滞在中,選挙真近か

とあって,テ レビでの政策論争,街頭演説も活発。通り

がかりの人がマイクをもって支持演説しだすのには驚い

た。政治の質はその国の市民の政治意識を反映すること

言 置方勇高で誹 調べてみれ 爛 っntこ at(
この国の身分登録制であった。日本のような家族を単位

とした「戸籍」はないが,個 々人を単位とした「身分登

録簿」力ζあり,出生から出産・結婚・死亡に至るまで書

き込まれる。生まれた時にその人の番号が与えられ,コ

ンピューター処理され,税金・住民票・医療・社会保障
の受給までその番号がついてくる。今, 日本で反対運動

が起こっているいわゆる “総背番号制"である。日本以

上に管理が進んでいるようであるが,それが市民の行動

を統制 抑圧するための手段というよりも,市民への諸
サービスをスムーズに提供するためになされているとこ

ろに, 日本との決定的な違いがある。日本のように「戸

籍=身分登録簿が汚れる」という意識は全くない。日本

では,住民移転や出生を期間内に届ける義務があり,そ
の遅滞に罰則規定が設けられ,届出人の順位まで定めら

れているが,こ こではそうしたものは一切ない。長女・

次女 長男・次男などの序列がないばかりか,嫡出・非

スウェーデンでみられるようになった保父さん
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嫡出の区別も差別だと廃止されている。個人の生き方に

対して政府は中立でなければならないとして,非婚カッ
プル, ワンペアレント・ファミリーに積極的な援助がな

されている。「戸籍制度」によって差別が発生 。強化さ

れている日本と,なぜこうまで違うのであろうかと,考

え込んでしまった。

「男の役割を考える」委員会まである

男女平等の実現にも政府は積極的で,「女も男も,仕

事・家庭・社会に対して同等の権利と義務と可能性を持

つこと」という理念の基に諸制度の改革を行い,専業主

婦は1984年には12%ま で減少。今スウェーデンでの課題

は,〈男女平等を促進させるために男をいかに変えるか〉

であり,政府は「男の役割を考える」委員会を設置。今

日,男女ともに経済力と家事・育児能力が必要になって

きているが,二つの能力を兼ね備える上で,男は女に遅
れをとっている。若い世代は男の子でも家庭科で人形を

縫うなどして,家事 育児が身近なものになってきてい

るが,中年世代では抵抗惑を持つ者,わかっていても出

来ない者もまだいる。これまで性道徳と婚姻制度で女を

縛り付けることで男の優位が保たれてきたが,その優位

はスウェーデン社会では除かれ,経済力をもった女達は

世話のかかる夫を回避しだし,男達は女から捨てられる

羽目に会っている。離別された男のアル中・自殺が多く,

男のためのセンターさえできている。婚姻法の改正を男

女平等の観点から力説してくれた法務省の素敵な男性ス

タッフが,淑子さんから,自分のパンツまで妻にアイロ

ンがけさしていると裏情報を聞いて,何処も“男の変革"

はたいへんだと共感。三週間の留守宅を子供とがんばっ

て切盛りしてくれているパートナーをおもわず思いだし

てしまった。

〔筆者紹介〕

よしず入 きょうこ 家族社会学
『脱 結婚』世界思想社 共著
『ホームニョノミックと女性』昭和堂 共著

，

　

‐

‐

雲 一つない青空と照りつける太陽の下で裸に近いス
タイルに水筒を掛け, リラックスした趣の女たち。ある

者はプールヘ,ある者はコンサートヘ,あ る者は同時多

発に催される興味深いワークショップヘ,あ る者は30近

い出店のクラフトやレコードのアートエーリアヘ,そ し

て警備,料理,情報案内,運営本部,水泳監守,飲入物

売り場,子守りなどの分担作業に精を出す。疲れた者は

テントやキャビンで昼寝や読書をして過ごす。こんな形

で誰もが参加する野外フェスティバルが毎年9月 の

Labordayに 5日 間に渡って西海岸に住むレズビアンの

ために開かれている。 8月 に開かれたミシガンの音楽野

外フェスティバルがその25倍集まるというから,ア メ

リカにおけるレズビアンの

行動力と女の音楽への関心

には目を見張るものがあ

る。

私がヨセ ミテでのこのフ

ェスティパルの情報を知っ

たのは,松香堂の店頭で 1

人のアメリカ女性から手渡

された女の音楽の情報カタログ“Ladyslipper Catalog"

の広告からである。美しい曲,心から歌いたい曲を渇望
していた私はそのカタログによって次第に日本では入手

しにくい女の音楽へと関心が向かい,聴いてみたくて堪
らなくなった。そんな思いが高して,主催側と直接交渉

してチケットを入手し単独アメリカヘと旅立った。

フェスティパル会場は, ヨセミテの観光コースから外

れたキャンブ場に参加者以外を完全に謝絶した形で行わ

れ,清掃作業に朝早く訪れ帰っていく作業者以外男の姿
を見ることはなかった。ここの外に出れば,「ボーイフ

レンドいるの ?」 と聞かれる私が,こ こに限っては「ガー

Women′ s Music&Comedy
Festivalin Yosemete′ California

に参加して

山口 恭子

ルフレンドいるの ?」 に取って変わるのもこのフェステ

ィバルでの新鮮な発見であった。残念ながらレズビアン

ではないらしい私にはガールフレンドこそ得ることは出

来なかったが,女を受し女の文化と女同士の心と心のコ

ミュニケーションを育む,心優しい友ノ、を得ることが出

来た。特にリフカは私ことって特別だった。彼女にはヒ

ゲがあった。自然に生えてくるヒゲを敢えて剃る理由は

彼女の内に一つもない程, リフカはヒゲからも女らしさ

からも解放されていた。そんなことに囚れていたら, も

っと大切な自分自身を失ってしまうことを知っていた。

彼女と私との間には,言葉の上での障害など全く感ぜず,

心からの信頼と充実した時間とを共有できた。

夕方 7時から毎晩開かれ

た星の下での大コンサート

も3000人の女が一同に笑い

歓声を送る暖かい雰囲気に

包まれていた。日頃,シ ラ

ケの雰囲気に慣らされてい

る私にはほとんど奇跡であ

った。耳の不自由な人の為

の,ス テージ横での手話の配慮も感心した。そして私は

こうした暖かい雰囲気や配慮を見習って,日 本でも女の

音楽とそれを応援する基盤が育ったら,日 本の音楽にも

もっと幅ができるのになぁとそんな思いをむね|こ ヨセミ

テを後にしたのである。

フェスティバル主催者連絡先

T″ CL И
'lM、

fl 15842 Chase Street Sepulveda,

CA 91343

Phone(818)893-4075
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ミ ニ コ ミ の 女 た ち

第 26回

(民主女性)

す紫)

在日韓国民主女性の会

80年代に入って,韓国国内の女性運動は飛躍的に発展

しました。それまでの分断の現実から逃避した運動を乗

り越え,民主化・統一運動とともに歩む女性運動へと脱

皮をとげたのです。これを象徴した闘いが,86年の権力

による性拷間を勇気をもって告発した権仁淑さんの闘

い,そ して昨年の六月民衆抗争で「二千万女性よ !行動

する良心となろう」を合い言葉に,催涙弾追放運動の先

頭に立った女性たちの開いでした。

こうした “女性解放は民主化・統一運動と切り離すこ

とができない"と いう観点から推進されている韓国国内

の女性運動に大きく励まされて,二年前の86年 H月 ,①

韓国の民主化と祖国の統一 ②民族意識の高揚と在日同
胞の権益擁護 ③女性解放 ①反戦 反核,こ の目標を
実現するために ⑤国内外の民主団体との連帯――の 5
つの日標をかかげて,東京で結成されたのが私たちの会

です。翌87年の 4月 には,同胞密集地域である大阪でも

同じ趣旨の会が結成されました。

といっても,私たちはこの 5つの目標を大上段にかま

えてやってきたわけではありません。日本社会以上に男

尊女卑の儒教思想が根強く残っている韓国と在日同胞社

会,そのうえ私たちには民族差別も加わります。民族統

一を願う気持ちに男女の区別はないし, 日本での民族差

別や性差別も在日同胞女性が自らの問題として主体的な

解決の道を見つけなくてはという共通の思いが,私たち

の活動の原動力です。

メンパーは日本生まれの日本育ちの 2世・ 3世の世代

が中心。子育てまっ最中のオモニ (母 )力 i多いのも特徴

です。「在日」のなかで自らの民族性をどう育ぐくみ ,

次代に伝えていくかにも真剣にとりくんでいます。 (月

一回,情勢,女性問題,民族教育などを学習,討論する

定例会を開催しています。同胞女性の積極的な参加を待

っています。)

ノ

会報 (日 本語)と して,東京では『 咀李01想 』 (民 (

主女性),大阪では『 重美喚 』 (う す紫 ;「解放」とい

う意味あり)をそれぞれ隔月,毎月発刊しています。情

勢,会の活動報告,韓国女性運動の紹介,投稿などが中

心です。どちらも年間購読料2000円です。

また,「韓国女性問題資料集」として, これまて以下

の 4集を翻訳 発刊しました。
C韓国女性問題資料集 1

『民主化運動の先頭に立つ女性たち』

400円    残部僅少

○資料集2『女性問題の本質は何か』

300円    品切れ
○資料集3『韓国女性が望む憲法と法律』

200円    残部僅少
C資料集4『韓国女性運動の前進のために』

400円    発売中
資料集 4は ,韓国の女性問題研究家による女性運動論 _

を翻訳 発刊したもので,韓国の女性論の水準,あ るい ‐

は日本の女性運動との共通点と相違点がわかる資料で

す。 (松香堂にもあります。)

最後に一言。南北共同開催の願いを踏みにじる形で強

行されたソウル オリンピンクの “成功"は分断固定化
に拍車をかけ,ま た予測されるXデー状況は,日本社会

こそっての右傾化を強めるのではと懸念されます。これ

らは,女も男も人間らしく生きれる,平和で民主的な社

会の実現に逆行するものです。女性同士手をとり合い,

ともに行動しましょう。

連絡先 :〒 101東京都千代田区神田小川町3-6-8

伸幸ビル 5F Tc1 03-295-2638

〒534大阪市天王寺区味原1-1

味原第一ビル202号 u06-765-3770

(文責 :キ ム・ミジャ)
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「月刊家族31号―特集 誰もがやがて老いを迎える」

家族社 1988年 9月  200円

「月刊家族32号一特集・食と暮らしを結ぶネットワー

ク」 1988年 10月  200円

「あごら132号― ミニコミ特集 I」  1988年 8月  400円

「あごら133号―なあにこれ :配偶者特別控除を考える」

1988年 9月  100円

「あごらi34号―女が働くこと,自立すること :不当解

雇裁判が問いかけるもの」    1988年 8月  400円

「れ組通信 17号一母へのカムアウト:まか」

1988年 8月  100円

「れ組通信18号一海クト情報i=か」 1988年 9月  200円

「れ組通信 19号一自分の中の偏見ほか」

1988年 10月  400円

「婦人通信 9月 号一中学 2年生の家族殺害事件をめぐっ

てほか」  日本婦人団体連合会 1988年 9月  250円

「婦人通信10月 号―細腕繁盛記,女性と拘禁二法ほか」

1988年 10月  250円

「婦人通信‖月号-40～ 50代はパートナーのことを考え

る時,かも… …ほか」 1988年H月  250円

「We!0月 号―食と環境といのち」 1988年 10月  550円

「Wel!月 号―いのちを医療に任せていいのか」

1988年H月  550円

「WIFE No.213 特集 私の夫の労働人生ほか」

1988年 9月  450円

「WiFE No 214 特集 わが子の成績ほか」

1988年 H月  450円

「シネマジャーナル No.7-特集 映画の本一挙紹介」

1988年 9月  400円

(第28号発行後に入荷したもの)

「行動する女 No.26-パート労働者のたたかいほか」

行動する女たちの会 1988年 7・ S合 併号 200円

「行動する女 No 27-国連ノ、権専門委員会を傍聴して

ほか」                19SS年 9月  200円

「行動する女 No.28-フ ェミニストのためのイギリス

ガイドほか」           1988年 10月  200円

「瓢駒ライフ No.2-ま んがの中のホそ七クシュアル考

ほか」 ひょうこま舎 19さ S年 8月  500円

「月刊地域とうそう2i4号一生命がけの登核時代」

19SS年 10月  600円

「それいゆ 5号―特集 自分史に光をあてて」

女性問題懇話会 19SS年 10月  500円

「こんなものいらない こ・せ・き (戸籍)」

播外子差別1と 開う会 198S年 9月  300円

「池袋・買春男性死亡事件報告集一女|こ とって性的自立

・自由とは」 池袋事件を考える会 19SS年 10月  500円

「日本語版 性的いやがらせをやめさせるためのハンド

ブック」 働くことと性差別を考える三多寧の会

1988年 10月  500円

「私たちの就職手帳 (女子学生のために∨o181」

早稲田大学就職問題調査会 1988年 6月  450円

「児童文学評論 No 24古典の少女小説を読む」

(本号10頁参照)

新大阪児童文学会 1988年 9月  1000円

「地方自治体の女性関連施策の実情と展望 PART II」

日本女性学研究会教育者会議 1988年 8月  1200円

「ゲイリブとフェミニズムは出会えるか ?一女のフェス

ティパル '88発言集」   OGC 1988年 H月  500円

「女性学年報第 9号一特集 歴史を読む」

(本号10頁参照 )

日本女性学研究会 1988年 10月  1200円
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ティモシー=ベイネケ

鈴木 晶・幾島幸子

アメリカのレイプは「FBIの推定では,現在の傾向がこのまま続くと,女性四人のうち一人
は一生の間に一度はレイプを経験することになる」という。これはおよそ四億人のアメリカ女

性が被害にあうということだ。

ここで日本は治安の良い国ですねとか,「特殊浴場」という男の性の緩衝装置があるから,

日本の女性は安全なのだと思っちゃいけない。わが国では男性のレイプ志向はもっばら妻に対

して発揮され,あ まり外に向かわないというだけのことだ。
わが国では「法律上有効な夫婦間では夫は妻に対して性交を要求する権利があるから,暴行
・脅迫を用いて,妻を姦淫しても,暴行罪,脅迫罪を構成するは格別,強姦罪は成立しない」
(注釈刑法)こ とになっていて,男は女房とヤリ放題だからだ。 (や っとこの解釈に風穴が開
きかけてはいるが)

この本にはフツーの男, レイビス ト, レイプされた女性の夫,恋人,友人,
者,医者,警官など27人の男性とレイプ被害者支援プログラムのカウンセラー
レイプについての発言と,著者の分析・提言がおさめられている。
著者も含めて,それぞれが自分の置かれている立場以上でも以下でもない発言になっている
から, どの発言に共感するかで,読んだ人の置かれている社会的立場がわかる。

|  _言 :｀ 1今 tlや
つば り
皇仝
なんだろう。そのためか,こ の本には,黒人男性に自人女性がレイ

著

訳

その他司法関係

(女性)一人の

上記の書評欄へ投稿をお待ちしています。

女性の日で見直した鋭い批評や,視点を変えた
ユニークなものをお寄せください。

世 il[層IIttlttII〕 :‖[]IFをLi:
「あなたの情報・私の情報」とコラム「私の出
会った本」をあなたの主張,伝えたいこと,知 っ
て欲 しい本,御意見等に御利用ください。600字
以内。住所とお名前,電話番号を原稿用紙にお忘
4な く。但しこの欄は申しわけありませんが薄々
謝も差し上げられませんので念のため。誌面の都
合で短くすることがあります。
宛先は 602京都市上京区下立売通西洞院西入
松香堂書店「ウイメンズ ブックス係」です。
上記両方とも次号の締切りは !989年 :月 20日 。

編 集 室 か ら

◎'88年秋の毎日新聞の読書調査によると30,40代 の女

性の読書量は各世代の最高。知的好奇心おう盛な世代

との報告でした。

◎「性」に関する出版や発言が相次いでいます。『から

だ・私たち自身』 (松香堂刊)も その一つです。50人

の女性たちによる3年がかりの結品を今,お届けしま

す !ご協力いただいた方々に感謝をこめて。

◎創刊以来 7年間,値上げなしで発行してきましが ,

'89年度より会費を少々値上げさせて下さい。よろし

くおねがいします。 (本号 5頁をご覧下さい)

◎次号1ま 1989年 2月 20日 発行の予定です。

稿
　
募
　
集
＝
＝

(木下明美)


